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資料３別紙２－①

調査の目的

• 屋久島は、平成 5年12月に世界自然遺産として登

録されました。屋久島の原生的な自然環境の現状

や変化を把握し、森林生態系の保全を図ることを目

的に、九州森林管理局においては、平成 8年度よ

り 「屋久島生態系モニタリング調査 」 を実施して

おります。
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調査内容

• 植生垂直分布調査（東・西・南・北・中央部）
• 登山道周辺の衰退樹木のモニタリング
• 高層湿原モニタリング
• 縄文杉の経過観察
• ヤクタネゴヨウ調査
• ヤクシカ採食による天然林の更新阻害の実
態把握調査

• 高塚山下層植生衰退箇所の原因調査
• その他（アブラギリの分布調査等）
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植生垂直分布調査箇所

大川の滝風景林

宮之浦海岸
林

花之江河・小花之江河(湿原)

田代ケ浜風景
林

宮之浦岳(1935.3m)

国割岳(1323m)

愛子岳(1235m)

高塚山(1396m)

烏帽子岳(1614m)

屋久島南部(15年度)

屋久島西部(11・16年度) 屋久島東部(13年度)

屋久島中央部(14年度)

屋久島北部(17年度)
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東西南北中央部の特徴（１／２）

• 東部（愛子岳）は、台風による風倒被害を
受けやすい。また冬期の気温が低く、西部
や南部より低標高の割りには冷温帯林の要
素の高い森林が生育している。

• 西部（国割岳）は、冬期の吹き上げ風（季
節風）により乾燥しやすく、蒸発散の増加
に伴う寒害を受けやすい。その影響やヤク
シカによる採食等により稚樹の割合が少な
く、更新が困難な地域である。
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東西南北中央部の特徴（２／２）

• 南部（烏帽子岳）は、冬期も暖かく、標
高の割りには暖帯林の要素の高い森林が
生育する。台風による暴風被害が多い。

• 北部（高塚山）は、標高の割りには積雪
寒冷の影響を受け、冷温帯林の要素の高
い森林が、低標高から現れる。

• 中央部（宮之浦岳）は、冬期の積雪によ
り湿潤環境が保たれ、スギの生育適地と
なっていて大径木が多い。
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植生調査内容

• 毎木調査 （胸高直径10cm以上の樹種・樹
高・胸高直径・衰退等）

• 階層区分調査 （階層毎の優占種・植被率・種
別本数〔低木層以上〕等）

• 下層植生調査 （優先度〔被度〕・群度）
• 群落配分図 （縦横断図・階層区分図）

• 出現植生リストの作成（科・種名・学名・階層・
出現場所〔地点・標高〕等）
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植生調査プロットの例
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群落配分の事例（東部標高1,000ｍ）
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東部の植生垂直分布調査箇所

標高 200ｍプロット

標高 400ｍプロット

標高 600ｍプロット

標高 800ｍプロット

標高1000ｍプロット
標高1200ｍプロット
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愛子岳



東部（愛子岳の写真1）
愛子岳（標高1235ｍ）

愛子岳歩道の尾根（調査地）
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愛子岳の山頂の写真2

標高1200ｍプロット
（矢印先の裏側の斜面）

愛子岳山頂
（標高1235ｍ）
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平成28年度における屋久島東部
の調査内容

• 調査項目 調査内容

① 調査プロットの植
生・毎木調査等

階層構造調査、毎木・下層植生調査、高木性樹木
の更新調査、土壌pH調査等

②
標高別定点調査プ
ロット周辺の出現植
生調査等

ⅰ標高別定点調査プロット周辺の出現植生及び群落
配分図、群落横断図の作成

ⅱ標高別定点調査プロット周辺の航空写真による経
年変化の比較（主に気象・病虫獣害等の面的影響
の把握）

③
標高別定点調査プ
ロット周辺の衰退樹
木等のモニタリング

気象・病虫獣害・踏圧等の高木に対する質的影響
の把握

④ 鹿柵内外の環境の相
違の把握

ⅰ鹿柵内外のヤクシカによる被害状況調査（植生被
害・リター流出等）

ⅱ鹿柵内外の地表性徘徊昆虫類調査（ピットフォー
ルトラップ調査）

⑤ 調査結果の整理・分
析及び考察

経年動態予測の実施と評価・考察
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調査結果のデータベース
（東部の一部事例）

• 科名 学名 和名 階層 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度

ブナ科 Ｑｕｅｒｃｕｓ　ａｃｕｔａ　 アカガシ H ＋ ＋ ＋

ツルキジノオ科 Ｅｌａｐｈｏｇｌｏｓｓｕｍ　ｙｏｓｈｉｎａｇａｅアツイタ H ＋ ＋

フトモモ科 Ｓｙｚｙｇｉｕｍ　ｂｕｘｉｆｏｌｉｕｍ　 アデク H 1 1 1 1 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

クマツヅラ科 Ｃｌｅｒｏｄｅｎｄｒｕｍ　ｔｒｉｃｈｏｔｏｍｕｍ　 ｖａｒ．ｙａｋｕｓｉｍｅｎｓｅ　 アマクサギ H ＋ ＋ ＋

アカネ科 Ｄａｍｎａｃａｎｔｈｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ　 アリドオシ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 1 1 1 1 ＋ ＋ ＋

コバノイシカグマ科 Ｍｉｃｒｏｌｅｐｉａ　ｓｔｒｉｇｏｓａ　 イシカグマ H ＋ ＋ ＋ ＋

ヤブコウジ科 Ｍａｅｓａ　ｊａｐｏｎｉｃａ　 イズセンリョウ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

マンサク科 Ｄｉｓｔｙｌｉｕｍ　ｒａｃｅｍｏｓｕｍ イスノキ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

クワ科 Ｆｉｃｕｓ　ｏｘｙｐｈｙｌｌａ イタビカズラ H ＋ ＋ ＋

クスノキ科 Ｎｅｏｌｉｔｓｅａ　ａｃｉｃｕｌａｔａ　 イヌガシ H 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ＋ 1 1 1 1 1 1 ＋ ＋ 1 1 1 1 1 1

クワ科 Ｆｉｃｕｓ　ｅｒｅｃｔａ　 イヌビワ H ＋ ＋

ユキノシタ科 Ｓｃｈｉｚｏｐｈｒａｇｍａ　ｈｙｄｒａｎｇｅｏｉｄｅｓイワガラミ H ＋

ウラボシ科 Ｌｏｘｏｇｒａｍｍｅ　ｓａｌｉｃｉｆｏｌｉａ　イワヤナギシダ H ＋ ＋ ＋

ウラジロ科 Ｇｌｅｉｃｈｅｎｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ　 ウラジロ H ＋ ＋

ブナ科 Ｑｕｅｒｃｕｓ　ｓａｌｉｃｉｎａ　 ウラジロガシ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

ホングウシダ科 Ｌｉｎｄｓａｅａ　ｃｈｉｅｎｉｉ　 エダウチホングウシダ H ＋ ＋ ＋ ＋

イラクサ科 Ｐｅｌｌｉｏｎｉａ  ｒａｄｉｃａｎｓ　 オオサンショウソウ H ＋ ＋

イワヒバ科 Ｓｅｌａｇｉｎｅｌｌａ　ｄｏｅｄｅｒｌｅｉｎｉｉ　オニクラマゴケ　　　　　　　　（ミドリカタヒバ）H ＋ ＋

ウコギ科 Ｄｅｎｄｒｏｐａｎａｘ　ｔｒｉｆｉｄｕｓ カクレミノ H ＋ ＋

クスノキ科 Ａｃｔｉｎｏｄａｐｈｎｅ　ｌａｎｃｉｆｏｌｉａカゴノキ H ＋ ＋

キジノオシダ科 Ｐｌａｇｉｏｇｙｒｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ キジノオシダ H ＋ ＋ ＋ ＋

キク科 Ａｉｎｓｌｉａｅａ　ａｐｉｃｕｌａｔａ　 キッコウハグマ H ＋ ＋

ハイノキ科 Ｓｙｍｐｌｏｃｏｓ　ｌｕｃｉｄａ クロキ H ＋ ＋

ハイノキ科 Ｓｙｍｐｌｏｃｏｓ　ｐｒｕｎｉｆｏｌｉａ　 クロバイ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

コケシノブ科 Ｈｙｍｅｎｏｐｈｙｌｌｕｍ ｂａｒｂａｔｕｍ　　コウヤコケシノブ H ＋ ＋ ＋

ユキノシタ科 Ｈｙｄｒａｎｇｅａ　ｌｕｔｅｏ－ｖｅｎｏｓａ　コガクウツギ　　　　　　　　　（コンテリギ）H 1 1 1 1 1 1 1 1

ウラジロ科 Ｄｉｃｒａｎｏｐｔｅｒｉｓ　ｌｉｎｅａｒｉｓ　コシダ H ＋ ＋

コバノイシカグマ科 Ｄｅｎｎｓｔａｅｄｔｉａ　ｓｃａｂｒａ　 コバノイシカグマ H ＋ ＋ ＋

オシダ科 Ａｒａｃｈｎｉｏｄｅｓ　ｓｐｏｒａｄｏｓｏｒａ　コバノカナワラビ H ＋ ＋

ツバキ科 Ｃｌｅｙｅｒａ　ｊａｐｏｎｉｃａ　 サカキ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

キョウチクトウ科 Ａｎｏｄｅｎｄｒｏｎ　ａｆｆｉｎｅ　 サカキカズラ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

ツツジ科 Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ　ｔａｓｈｉｒｏｉ　サクラツツジ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 2 2 2 2 ＋ ＋ ＋ ＋

イネ科 Ｌｏｐｈａｔｈｅｒｕｍ　ｇｒａｃｉｌｅ　 ササクサ H ＋ ＋

ツバキ科 Ｃａｍｅｌｌｉａ　ｓａｓａｎｑｕａ　 サザンカ H ＋ ＋ ＋ ＋ 1 1 1 1 1 1 ＋ ＋ ＋

アカネ科 Ｏｐｈｉｏｒｒｈｉｚａ　ｊａｐｏｎｉｃａ サツマイナモリ H ＋ ＋

スイカズラ科 Ｖｉｂｕｒｎｕｍ　ｏｄｏｒａｔｉｓｓｉｍｕｍ　ｖａｒ．ａｗａｂｕｋｉサンゴジュ H ＋

イラクサ科 Ｐｅｌｌｉｏｎｉａ  ｍｉｎｉｍａ　 サンショウソウ H ＋ ＋ ＋ ＋

シキミ科 Ｉｌｌｉｃｉｕｍ　ａｎｉｓａｔｕｍ　 シキミ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 1 1 1 1 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

シシラン科 Ｖｉｔｔａｒｉａ　ｆｌｅｘｕｏｓａ シシラン H ＋

200ｍ 400ｍ 600ｍ 800ｍ 1000ｍ

H23 H13 H18

№1

H13 H18 H23

標高（小プロット№）

河 川 界 №

年        度 H18 H23

№1 №1 №1 №1

H23 H13 H18 H23 H13H13 H18
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東部地域における標高別・階層別の植被率の経年変化
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経年変化から見た東部の特徴

• 平成11年に台風の風倒被害を受けたが（標
高800~1,000ｍ付近）、現在では低木・亜高
木により回復しつつある。

• 台風の風倒木には木材腐朽菌等菌類の出現
頻度が高い（他地域よりも多い） 。

• 標高800m以下の照葉樹優占林における低
木層の被圧枯死木が目立つ。

• 標高800m付近までの草本層、低木層に対す
るヤクシカの採食が目立っている（Ｈ２３）。
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西部の植生垂直分布調査箇所

0mﾌﾟﾛｯﾄ 200mﾌﾟﾛｯﾄ

400mﾌﾟﾛｯﾄ

600mﾌﾟﾛｯﾄ 800mﾌﾟﾛｯﾄ

1,000mﾌﾟﾛｯﾄ

1,200mﾌﾟﾛｯﾄ

1,300mﾌﾟﾛｯﾄ

北緯： 30ﾟ20’41"
東経：130ﾟ23’ 3"

北緯： 30ﾟ20’44"
東経：130ﾟ23’32"

北緯： 30ﾟ20’42"
東経：130ﾟ24’11"

北緯： 30ﾟ20’43"
東経：130ﾟ23’59"

北緯： 30ﾟ20’54"
東経：130ﾟ24’30"

北緯： 30ﾟ20’57"
東経：130ﾟ24’38"

北緯： 30ﾟ20’58"
東経：130ﾟ24’44"

北緯： 30ﾟ20’42"
東経：130ﾟ23’47"
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西部（国割岳の写真1）

標高 200mﾌﾟﾛｯﾄ

標高 600mﾌﾟﾛｯﾄ

標高 400mﾌﾟﾛｯﾄ

標高 1,200mﾌﾟﾛｯﾄ

標高 1,300mﾌﾟﾛｯﾄ

標高 1,000mﾌﾟﾛｯﾄ
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西部（国割岳の写真2）

標高 1,300mﾌﾟﾛｯﾄ

標高 1,200mﾌﾟﾛｯﾄ

標高 1,000mﾌﾟﾛｯﾄ

標高 800mﾌﾟﾛｯﾄ
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国割岳南峰（標高1,320ｍ）
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調査結果のデータベース
（西部の一部事例）

• 科名 学名 和名 階層 被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度被度群度

カヤツリグサ科 Carex  breviculmis アオスゲ H ＋ ＋

ニシキギ科 Euonymus  yakushimensis アオツリバナ H ＋ ＋ ＋

ハイノキ科 Symplocos cochinchinensis アオバノキ H ＋

ブナ科 Quercus acuta アカガシ H ＋

クワ科 Ficus  superba アコウ H ＋

ツツジ科 Pieris japonica アセビ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 1 1 1 1 1 1

ツルキジノオ科 Ｅｌａｐｈｏｇｌｏｓｓｕｍ　ｙｏｓｈｉｎａｇａｅアツイタ H ＋

フトモモ科 Syzygium  buxifolium アデク H ＋ ＋ ＋ 1 1 ＋ 1 1 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

トウダイグサ科 Aleurites cordata (Thunb.) R.Br. ex Steud.アブラギリ H ＋

アカネ科 Damnacanthus indicus アリドオシ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 1 1 ＋ ＋ ＋ 1 1 ＋

ヤブコウジ科 Maesa japonica イズセンリョウ H ＋ ＋ ＋

マンサク科 Distylium racemosum イスノキ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

クワ科 Ficus  oxyphylla イタビカズラ H ＋ ＋ ＋

クスノキ科 Neolitsea aciculata イヌガシ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 1 1 ＋ ＋ ＋ 1 1 ＋ ＋ ＋ ＋

オシダ科 Dryopteris hayatae イヌタマシダ H ＋

ユキノシタ科 Schizophragma  hydrangeoides イワガラミ H ＋ ＋ ＋

コバノイシカグマ科 Microlepia  substrigosa ウスバイシカグマ H ＋

メシダ科 Acystopteris japonica ウスヒメワラビ H ＋ ＋

ウラジロ科 Gleichenia  japonica ウラジロ H ＋ ＋ ＋ ＋

ブナ科 Quercus salicina Bl. ウラジロガシ H ＋

フジウツギ科 Buddleja  curviflora ウラジロフジウツギ H ＋

ホングウシダ科 Lindsaea chienii Ching エダウチホングウシダ H ＋

ウラボシ科 Colysis pothifolia オオイワヒトデ H ＋

ヒメウラボシ科 Xiphopteris okuboi オオクボシダ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

キンポウゲ科 Coptis quinquefolia オオゴカヨウオウレン H ＋ ＋ ＋ ＋

ガガイモ科 Stephanotis lutchuensis オキナワシタキソウ H ＋ ＋

シシガシラ科 Struthiopteris amabilis オサシダ H ＋ ＋ ＋

イワヒバ科 Selaginella doederleinii オニクラマゴケ H ＋ ＋

ハイノキ科 Ｓｙｍｐｌｏｃｏｓ　ｔａｎａｋａｅ　オニクロキ　（ヒロハノミミズバイ）H ＋ 1 1 ＋ 1 1 ＋ 1 1 ＋ ＋ ＋

キク科 Youngia japonica オニタビラコ H ＋

オシダ科 Cyrtomium falcatum オニヤブソテツ H ＋ ＋

ウコギ科 Dendropanax trifidus (Thunb.) Makinoカクレミノ H ＋ ＋

ラン科 Goodyera hachijoensis var. matsumuranaカゴメラン H ＋

カタバミ科 Oxalis corniculata カタバミ H ＋

オシダ科 Ctenitis  subglandulosa カツモウイノデ H 1 1 1 2 1 1 1 1 ＋ ＋ ＋ ＋

チャセンシダ科 Asplenium oligophlebium カミガモシダ H ＋ ＋ ＋

トウダイグサ科 Glochidion obovatum カンコノキ H ＋

標高（小プロット№）

河 川 界 №

年        度

№8 №8

H21 H26

№8

0ｍ④ 200ｍ② 400ｍ② 600ｍ⑤ 800ｍ③ 1000ｍ① 1200ｍ① 1300ｍ①

№8 №8 №8 №8 №8

H16 H16 H16 H16 H16H21 H21 H21 H21 H26H26 H26 H26 H26 H26 H21H16 H16 H16H21 H21 H26
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西部地域における標高別・階層別の植被率の経年変化

標高0m（大川の滝）

標高200m（国割岳）

標高0m（国割岳）

標高400m（国割岳）
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経年変化から見た西部の特徴

• 照葉樹優占林における亜高木層の上長成長
が旺盛である（特に標高800ｍまで）。

• 高木層の台風被害は少ないが、冬の季節風
による梢端折れ被害が見られた（ウラジロガ
シやヤクタネゴヨウ等） 。

• 照葉樹優占林における低木層や草本層への
ヤクシカの採食が目立つ。

• 冬季の乾燥による低木層への萎凋被害が見
られる。
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南部の植生垂直分布調査箇所

標高1600ｍ
標高1400ｍ

標高1200ｍ

標高1000ｍ

標高800ｍ
標高600ｍ

標高400ｍ

標高200ｍ標高5ｍ（大川の滝風景林）

標高5ｍ（田代ケ浜風景林）

Ｎ

西部地域
(国割岳西山腹)

湯泊

（2008.12 日林協作成）

（凡 例）
：屋久島南部の

主な調査地域
：モニタリング

プロット地点
：屋久島西部の

主な調査地域
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南部（七五岳と烏帽子岳の写真）

七五岳 烏帽子岳
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南部（烏帽子岳山頂の写真）

29

調査結果のデータベース
（南部の一部事例）

• 科名 学名 和名 階層 被度群度 被度 群度被度 群度被度 群度 被度群度 被度群度 被度 群度被度 群度 被度群度 被度群度 被度 群度被度 群度被度 群度 被度群度 被度 群度被度 群度被度 群度 被度群度 被度 群度被度 群度被度 群度 被度群度 被度群度 被度 群度

カヤツリグサ科 Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｂｒｅｖｉｆｏｌｉｕｓアイダクグ H

クスノキ科 Ｍａｃｈｉｌｕｓ　ｊａｐｏｎｉｃａ　 ホソバタブ（アオガシ） H ＋ ＋ ＋

ミズキ科 Aucuba japonica Thunb. アオキ H

カヤツリグサ科 Ｃａｒｅｘ　ｂｒｅｖｉｃｕｌｍｉｓ アオスゲ H

ニシキギ科 Ｅｕｏｎｙｍｕｓ　ｙａｋｕｓｈｉｍｅｎｓｉｓ アオツリバナ H ＋

ショウガ科 Alpinia intermedia Gagnep. アオノクマタケラン H

ハイノキ科 Ｓｙｍｐｌｏｃｏｓ　ｃｏｃｈｉｎｃｈｉｎｅｎｓｉｓアオバノキ H

ブナ科 Ｑｕｅｒｃｕｓ　ａｃｕｔａ　 アカガシ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

ツツジ科 Ｖａｃｃｉｎｉｕｍ　ｙａｋｕｓｈｉｍｅｎｓｅアクシバモドキ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

ツツジ科 Ｐｉｅｒｉｓ　ｊａｐｏｎｉｃａ アセビ H ＋ ＋ ＋ 1 1 1 1 1 2 ＋ 2 2

ツルキジノオ科 Ｅｌａｐｈｏｇｌｏｓｓｕｍ　ｙｏｓｈｉｎａｇａｅアツイタ H

フトモモ科 Ｓｙｚｙｇｉｕｍ　ｂｕｘｉｆｏｌｉｕｍ　アデク H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

クマツヅラ科 Ｃｌｅｒｏｄｅｎｄｒｕｍ　ｔｒｉｃｈｏｔｏｍｕｍ　 ｖａｒ．ｙａｋｕｓｉｍｅｎｓｅ　 アマクサギ H

ヒメシダ科 Ｄｉｃｔｙｏｃｌｉｎｅ　ｗｉｌｆｏｒｄｉｉアミシダ H

アカネ科 Ｄａｍｎａｃａｎｔｈｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ　アリドオシ H ＋ 1 1 ＋ 1 1

アリノトウグサ科 Ｈａｌｏｒａｇｉｓ　ｍｉｃｒａｎｔｈａアリノトウグサ H ＋

イグサ科 Ｊｕｎｃｕｓ　ｅｆｆｕｓｕｓ　ｖａｒ．ｄｅｃｉｐｉｅｎｓイ H

イイギリ科 Idesia polycarpa Maxim. イイギリ H

カヤツリグサ科 Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｐｏｌｙｓｔａｃｈｙｏｓイガガヤツリ H

コバノイシカグマ科 Ｍｉｃｒｏｌｅｐｉａ　ｓｔｒｉｇｏｓａ　イシカグマ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

ヤブコウジ科 Ｍａｅｓａ　ｊａｐｏｎｉｃａ　 イズセンリョウ H ＋ ＋

マンサク科 Ｄｉｓｔｙｌｉｕｍ　ｒａｃｅｍｏｓｕｍイスノキ H ＋ ＋ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ＋ ＋

クロウメモドキ科 Frangula crenata イソノキ H ＋

クワ科 Ｆｉｃｕｓ　ｏｘｙｐｈｙｌｌａ イタビカズラ H ＋ ＋

キク科 Ｓｏｌｉｄａｇｏ　ｖｉｒｇａｕｒｅａ　ｖａｒ．ｍｉｎｕｔｉｓｓｉｍａ　イッスンキンカ H ＋

ホシクサ科 Ｅｒｉｏｃａｕｌｏｎ　ｄｅｃｅｍｆｌｏｒｕｍ　ｖａｒ．ｎｉｐｐｏｎｉｃｕｍイトイヌノヒゲ H

イネ科 Ｍｉｓｃａｎｔｈｕｓ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ　 ｆ．ｇｒａｃｉｌｌｉｍｕｓ　イトススキ H ＋ ＋

クスノキ科 Ｎｅｏｌｉｔｓｅａ　ａｃｉｃｕｌａｔａ　イヌガシ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 1 1 1 1 1 1 ＋

イヌガヤ科 Ｃｅｐｈａｌｏｔａｘｕｓ　ｈａｒｒｉｎｇｇｔｏｎｉａイヌガヤ H

オシダ科 Ｄｒｙｏｐｔｅｒｉｓ　ｈａｙａｔａｅ イヌタマシダ H

モチノキ科 Ｉｌｅｘ　ｃｒｅｎａｔａ イヌツゲ H ＋

クワ科 Ｆｉｃｕｓ　ｅｒｅｃｔａ　 イヌビワ H ＋ ＋

マキ科 Ｐｏｄｏｃａｒｐｕｓ　ｍａｃｒｏｐｈｙｌｌｕｓイヌマキ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

イラクサ科 Urtica  Sp. イラクサｓｐ． H

ミズワラビ科 Ｃｏｎｉｏｇｒａｍｍｅ　ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａイワガネゼンマイ H ＋

ミズワラビ科 Ｃｏｎｉｏｇｒａｍｍｅ　ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ  sp.イワガネゼンマイｓｐ． H ＋

ユキノシタ科 Ｓｃｈｉｚｏｐｈｒａｇｍａ　ｈｙｄｒａｎｇｅｏｉｄｅｓイワガラミ H ＋ ＋ ＋ ＋

ウラボシ科 Colysis elliptica (Thunb.) Ching イワヒトデ H ＋

コバノイシカグマ科 Ｈｙｐｏｌｅｐｉｓ　ｐｕｎｃｔａｔａ　イワヒメワラビ H

ウラボシ科 Ｌｏｘｏｇｒａｍｍｅ　ｓａｌｉｃｉｆｏｌｉａ　イワヤナギシダ H

コバノイシカグマ科 Ｍｉｃｒｏｌｅｐｉａ　ｓｕｂｓｔｒｉｇｏｓａウスバイシカグマ H

メシダ科 Ａｃｙｓｔｏｐｔｅｒｉｓ　ｊａｐｏｎｉｃａウスヒメワラビ H

キク科 Ｅｍｉｌｉａ　ｓｏｎｃｈｉｆｏｌｉａ ウスベニニガナ H

コケシノブ科 Ｇｏｎｏｃｏｒｍｕｓ　ｍｉｎｕｔｕｓ ウチワゴケ H

ウラジロ科 Ｇｌｅｉｃｈｅｎｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ　ウラジロ H 1 2 1 1 1 1 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

ブナ科 Ｑｕｅｒｃｕｓ　ｓａｌｉｃｉｎａ　 ウラジロガシ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

フジウツギ科 Ｂｕｄｄｌｅｊａ　ｃｕｒｖｉｆｌｏｒａ　ウラジロフジウツギ H

マタタビ科 Ａｃｔｉｎｉｄｉａ　ｈｙｐｏｌｅｕｃａウラジロマタタビ H

ブナ科 Quercus phillyraeoides A.Gray ウバメガシ H

エゴノキ科 Ｓｔｙｒａｘ　ｊａｐｏｎｉｃｕｓ エゴノキ H ＋

イネ科 Ｏｐｌｉｓｍｅｎｕｓ　ｃｏｍｐｏｓｉｔｕｓエダウチチヂミザサ H

標高（小プロット№）

№5

1200ｍ③ 1400ｍ③ 1600ｍ200ｍ② 400ｍ② 600ｍ② 800ｍ② 1000ｍ③

H25

№5 №5 №5

H20 H25

河 川 界 № №5 №5

年          度 H15 H20 H25 H15

№5 №5

H15 H20 H25 H15 H20 H25H15 H20 H25 H15 H20 H25 H15 H20 H25 H15 H20
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南部地域における標高別・階層別の植被率の経年変化
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標高800m（烏帽子岳）
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経
年
変
化
か
ら
見
た
南
部
の
特
徴

•
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（
主
に
ツ
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に
、
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に
よ
る
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害
が
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る

•
照
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樹
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々
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）
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北
部
の
植
生
垂
直
分
布
調
査
箇
所

標高440mﾌﾟﾛｯﾄ

標高580mﾌﾟﾛｯﾄ

標高800mﾌﾟﾛｯﾄ

標高900mﾌﾟﾛｯﾄ

標高1,000mﾌﾟﾛｯﾄ

標高1,250mﾌﾟﾛｯﾄ

標高1,350mﾌﾟﾛｯﾄ

標高1,395mﾌﾟﾛｯﾄ

竜神杉

太古杉

北緯： 30°25′27″
東経：130°34′32″

北緯： 30°25′27″
東経：130°34′32″

北緯： 30°25′27″
東経：130°34′32″

北緯： 30°25′27″
東経：130°34′32″

北緯： 30°25′27″
東経：130°34′32″

北緯： 30°25′27″
東経：130°34′32″

北緯： 30°25′27″
東経：130°34′32″

北緯： 30°25′27″
東経：130°34′32″

シアンヌタ谷

耳崩(ミミンクエ：標高1、
077m)

高塚山(標高1、396m)

222林班沢(仮称)
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北部の高塚山から見た標高1,350ｍプロットの写真
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北部（標高1,250ｍのハリギリ大径木）
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調査結果のデータベース
（北部の一部事例）

• 科名 学名 和名 階層 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度 被度 群度

カヤツリグサ科 Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｂｒｅｖｉｆｏｌｉｕｓ アイダクグ H ＋

ニシキギ科 Ｅｕｏｎｙｍｕｓ　ｙａｋｕｓｈｉｍｅｎｓｉｓ アオツリバナ H ＋

ハイノキ科 Ｓｙｍｐｌｏｃｏｓ　ｃｏｃｈｉｎｃｈｉｎｅｎｓｉｓアオバノキ H ＋ ＋ ＋

ツツジ科 Ｖａｃｃｉｎｉｕｍ　ｙａｋｕｓｈｉｍｅｎｓｅアクシバモドキ H ＋ ＋

ツツジ科 Ｐｉｅｒｉｓ　ｊａｐｏｎｉｃａ アセビ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 1 1 1 1

フトモモ科 Ｓｙｚｙｇｉｕｍ　ｂｕｘｉｆｏｌｉｕｍ　 アデク H ＋ ＋

アカネ科 Ｄａｍｎａｃａｎｔｈｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ　 アリドオシ H ＋ ＋ ＋ 1 1 1 2 ＋ ＋

カヤツリグサ科 Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｐｏｌｙｓｔａｃｈｙｏｓ イガガヤツリ H ＋

コバノイシカグマ科 Ｍｉｃｒｏｌｅｐｉａ　ｓｔｒｉｇｏｓａ　 イシカグマ H ＋ ＋

マンサク科 Ｄｉｓｔｙｌｉｕｍ　ｒａｃｅｍｏｓｕｍ イスノキ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

クワ科 Ｆｉｃｕｓ　ｏｘｙｐｈｙｌｌａ イタビカズラ H ＋ ＋

クスノキ科 Ｎｅｏｌｉｔｓｅａ　ａｃｉｃｕｌａｔａ　 イヌガシ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

イヌガヤ科 Ｃｅｐｈａｌｏｔａｘｕｓ　ｈａｒｒｉｎｇｇｔｏｎｉａイヌガヤ H ＋

クワ科 Ｆｉｃｕｓ　ｅｒｅｃｔａ　 イヌビワ H ＋

ユキノシタ科 Ｓｃｈｉｚｏｐｈｒａｇｍａ　ｈｙｄｒａｎｇｅｏｉｄｅｓイワガラミ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

キク科 Ｅｍｉｌｉａ　ｓｏｎｃｈｉｆｏｌｉａ ウスベニニガナ H ＋

コケシノブ科 Ｇｏｎｏｃｏｒｍｕｓ　ｍｉｎｕｔｕｓ ウチワゴケ H ＋

ウラジロ科 Ｇｌｅｉｃｈｅｎｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ　 ウラジロ H ＋ ＋ ＋

ブナ科 Ｑｕｅｒｃｕｓ　ｓａｌｉｃｉｎａ　 ウラジロガシ H ＋ ＋ ＋

フジウツギ科 Ｂｕｄｄｌｅｊａ　ｃｕｒｖｉｆｌｏｒａ　 ウラジロフジウツギ H ＋ ＋

マタタビ科 Ａｃｔｉｎｉｄｉａ　ｈｙｐｏｌｅｕｃａ ウラジロマタタビ H ＋ ＋

イネ科 Ｏｐｌｉｓｍｅｎｕｓ　ｃｏｍｐｏｓｉｔｕｓ エダウチチヂミザサ H ＋

ブドウ科 Ｖｉｔｉｓ　ｆｉｃｉｆｏｌｉａ　ｖａｒ．ｌｏｂａｔａエビヅル H ＋ ＋

キク科 Ｃｏｎｙｚａ　ｓｕｍａｔｒｅｎｓｉｓ オオアレチノギク H ＋

キンポウゲ科 Ｃｏｐｔｉｓ　ｑｕｉｎｑｕｅｆｏｌｉａ　ｖａｒ．ｒａｍｏｓａ　オオゴカヨウオウレン H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

イネ科 Ｏｐｌｉｓｍｅｎｕｓ　ｃｏｍｐｏｓｉｔｕｓ　ｖａｒ．ｐａｔｅｎｓオオバチヂミザサ H ＋

クマツヅラ科 Ｃａｌｌｉｃａｒｐａ　ｊａｐｏｎｉｃａ　ｖａｒ．ｌｕｘｕｒｉａｎｓオオムラサキシキブ H ＋ ＋

イワヒバ科 Ｓｅｌａｇｉｎｅｌｌａ　ｄｏｅｄｅｒｌｅｉｎｉｉ　オニクラマゴケ　　　　　　　　（ミドリカタヒバ）H ＋ ＋ ＋

キク科 Ｙｏｕｎｇｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ オニタビラコ H ＋

カタバミ科 Ｏｘａｌｉｓ　ｃｏｒｎｉｃｕｌａｔａ カタバミ H ＋

イワヒバ科 Ｓｅｌａｇｉｎｅｌｌａ　ｉｎｖｏｌｖｅｎｓ カタヒバ H ＋

オシダ科 Ｃｔｅｎｉｔｉｓ　ｓｕｂｇｌａｎｄｕｌｏｓａカツモウイノデ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

トウダイグサ科 Ｇｌｏｃｈｉｄｉｏｎ　ｏｂｏｖａｔｕｍ カンコノキ H ＋ ＋ ＋

ユリ科 Ｄｉａｎｅｌｌａ　ｅｎｓｉｆｏｌｉａ キキョウラン H ＋

キジノオシダ科 Ｐｌａｇｉｏｇｙｒｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ キジノオシダ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

スイカズラ科 Ｌｏｎｉｃｅｒａ　ｈｙｐｏｇｌａｕｃａ キダチニンドウ H ＋ ＋

キク科 Ａｉｎｓｌｉａｅａ　ａｐｉｃｕｌａｔａ　 キッコウハグマ H ＋

ウコギ科 Ｈｅｄｅｒａ　ｒｈｏｍｂｅａ キヅタ H ＋ ＋

フウチョウソウ科 Ｃｒａｔａｅｖａ　ｆａｌｃａｔａ ギョボク H ＋

アカネ科 Ｇａｒｄｅｎｉａ　ｊａｓｍｉｎｏｉｄｅｓ クチナシ H ＋

ハイノキ科 Ｓｙｍｐｌｏｃｏｓ　ｐｒｕｎｉｆｏｌｉａ　 クロバイ H ＋ ＋ ＋

マツ科 Ｐｉｎｕｓ　ｔｈｕｎｂｅｒｇｉｉ クロマツ H ＋

カヤツリグサ科 Ｃａｒｅｘ　ｋｏｂｏｍｕｇｉ コウボウムギ H ＋

コケシノブ科 Ｈｙｍｅｎｏｐｈｙｌｌｕｍ ｂａｒｂａｔｕｍ　　コウヤコケシノブ H ＋ ＋ ＋

ユキノシタ科 Ｈｙｄｒａｎｇｅａ　ｌｕｔｅｏ－ｖｅｎｏｓａ　コガクウツギ　　　　　　　　　（コンテリギ）H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

ニシキギ科 Ｅｕｏｎｙｍｕｓ　ｔａｎａｋａｅ コクテンギ H ＋

ウラジロ科 Ｄｉｃｒａｎｏｐｔｅｒｉｓ　ｌｉｎｅａｒｉｓ　コシダ H ＋ ＋

ユキノシタ科 Ｈｙｄｒａｎｇｅａ ｐｅｔｉｏｌａｒｉｓ ゴトウヅル H ＋ ＋

ヒメシダ科 Ｔｈｅｌｙｐｔｅｒｉｓ　ｇｌａｎｄｕｌｉｇｅｒａ　ｖａｒ．ｅｌａｔｉｏｒコハシゴシダ H ＋ ＋ ＋

コバノイシカグマ科 Ｄｅｎｎｓｔａｅｄｔｉａ　ｓｃａｂｒａ　 コバノイシカグマ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

800ｍ標高（小プロット№） 0ｍ 100ｍ 400ｍ 600ｍ

河 川 界 № №1 №10 №10 №10 №10 №10

900ｍ 1000ｍ 1200ｍ 1350ｍ 1400ｍ

№10 №10 №10 №10

H17年        度 H17 H22 H17 H22 H17 H22 H17 H22 H17 H22 H22 H17 H22H22 H17 H22 H17 H22 H17
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北部地域における標高別・階層別の植被率の経年変化

標高0m（宮之浦河口）
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標高800m（高塚山）
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下図 スギ―ハイノキ群集

標高1400m（高塚山）
上図 ヒノキ―ハイノキ群集
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経年変化から見た北部の特徴

• 北部は積雪寒冷の影響を受け、屋久島の冷
温帯林を代表するスギやヒメシャラ、ヤマグ
ルマなどの樹種が標高200ｍ付近から出現
する。

• 北部の二次林では、パイオニア樹種である、
アブラギリの旺盛な生育が目立つ。

• 北部の標高1,200ｍ以上では、中央部程では
ないが、ヤクスギやモミ、ツガ、ハリギリ、ヒノ
キなどの大径木が多い。

41

中央部の植生垂直分布調査個所

42



中央部（標高1,400ｍの林相）
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中央部（宮之浦岳〔標高1936ｍ〕の写真）
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中央部（宮之浦岳山頂〔標高1,936ｍ〕の写真）
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調査結果のデータベース
（中央部の一部事例）

• 科名 学名 和名 階層 被度 群度被度群度 被度群度 被度群度被度 群度被度 群度被度群度 被度群度 被度群度被度 群度被度 群度被度群度

ニシキギ科 Ｅｕｏｎｙｍｕｓ　ｙａｋｕｓｈｉｍｅｎｓｉｓ アオツリバナ H ＋ ＋ ＋

ツツジ科 Ｖａｃｃｉｎｉｕｍ　ｙａｋｕｓｈｉｍｅｎｓｅアクシバモドキ H ＋

ツツジ科 Ｐｉｅｒｉｓ　ｊａｐｏｎｉｃａ アセビ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

クスノキ科 Ｎｅｏｌｉｔｓｅａ　ａｃｉｃｕｌａｔａ　イヌガシ H ＋ ＋ ＋

ユキノシタ科 Ｓｃｈｉｚｏｐｈｒａｇｍａ　ｈｙｄｒａｎｇｅｏｉｄｅｓイワガラミ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

マタタビ科 Ａｃｔｉｎｉｄｉａ　ｈｙｐｏｌｅｕｃａウラジロマタタビ H ＋

ヒメウラボシ科 Ｘｉｐｈｏｐｔｅｒｉｓ　ｏｋｕｂｏｉ　オオクボシダ H ＋ ＋

キンポウゲ科 Ｃｏｐｔｉｓ　ｑｕｉｎｑｕｅｆｏｌｉａ　ｖａｒ．ｒａｍｏｓａ　オオゴカヨウオウレン H ＋ ＋

キジノオシダ科 Ｐｌａｇｉｏｇｙｒｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａキジノオシダ H ＋ ＋ ＋

キク科 Ａｉｎｓｌｉａｅａ　ａｐｉｃｕｌａｔａ　キッコウハグマ H ＋ ＋ ＋ ＋

コケシノブ科 Ｈｙｍｅｎｏｐｈｙｌｌｕｍ ｂａｒｂａｔｕｍ　　コウヤコケシノブ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

コケトウバナ H ＋

ユキノシタ科 Ｈｙｄｒａｎｇｅａ ｐｅｔｉｏｌａｒｉｓゴトウヅル H ＋ ＋

カエデ科 Ａｃｅｒ　ｓｉｅｂｏｌｄｉａｎｕｍ コハウチワカエデ H ＋ ＋

コバノイシカグマ科 Ｄｅｎｎｓｔａｅｄｔｉａ　ｓｃａｂｒａ　コバノイシカグマ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 1 2 ＋ ＋ ＋

シソ科 Ｓｃｕｔｅｌｌａｒｉａ　ｉｎｄｉｃａ　ｖａｒ．ｐａｒｖｉｆｏｌｉａコバノタツナミ H ＋ ＋ ＋ ＋

カタバミ科 Ｏｘａｌｉｓ ａｃｅｔｏｓｅｌｌａ コミヤマカタバミ H ＋ ＋

イネ科 Ｄｅｓｃｈａｍｐｓｉａ　ｆｌｅｘｕｏｓａコメススキ H ＋ ＋ ＋

ツバキ科 Ｃｌｅｙｅｒａ　ｊａｐｏｎｉｃａ　 サカキ H ＋

メシダ科 Ａｔｈｙｒｉｕｍ　ｒｅｆｌｅｘｉｐｉｎｎｕｍサカバイヌワラビ H ＋

ツツジ科 Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ　ｔａｓｈｉｒｏｉ　サクラツツジ H ＋ ＋ ＋ 1 1 1 1 ＋ 1 1

ツツジ科 Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ　ｉｎｄｉｃｕｍ　サツキ H ＋

ユリ科 Ｓｍｉｌａｘ　ｃｈｉｎａ サルトリイバラ H ＋ ＋

イラクサ科 Ｐｅｌｌｉｏｎｉａ  ｍｉｎｉｍａ　 サンショウソウ H ＋ ＋ ＋ ＋

シキミ科 Ｉｌｌｉｃｉｕｍ　ａｎｉｓａｔｕｍ　 シキミ H ＋ ＋

シシガシラ科 Ｓｔｒｕｔｈｉｏｐｔｅｒｉｓ　ｎｉｐｏｎｉｃａシシガシラ H ＋

シノブ科 Ｄａｖａｌｌｉａ　ｍａｒｉｅｓｉｉ　 シノブ H ＋ ＋

スギ科 Ｃｒｙｐｔｏｍｅｒｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ　スギ H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

スゲ属 H ＋

ハイノキ科 Ｓｙｍｐｌｏｃｏｓ　ｃｏｒｅａｎａ タンナサワフタギ H ＋ ＋

ユリ科 Ｃｈｉｏｎｏｇｒａｐｈｉｓ  ｋｏｉｄｚｕｍｉａｎａチャボシライトソウ H ＋

ツクシショウジョウバカマ H ＋ ＋

ウラボシ科 Ｌｅｐｉｓｏｒｕｓ　ｔｈｕｎｂｅｒｇｉａｎｕｓ　ノキシノブ H ＋ ＋ ＋ ＋

ユリ科 Ａｌｅｔｒｉｓ　ｌｕｔｅｏｖｉｒｉｄｉｓノギラン H ＋ ＋

ハイノキ科 Ｓｙｍｐｌｏｃｏｓ　ｍｙｒｔａｃｅａ　ハイノキ H 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 1 2 1 1 1 1 ＋

ハリイ H ＋

ツツジ科 Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ　ｋｅｉｓｋｅｉヒカゲツツジ H ＋ ＋ ＋ ＋

ツバキ科 Ｅｕｒｙａ　ｊａｐｏｎｉｃａ　 ヒサカキ H ＋

ツバキ科 Ｓｔｅｗａｒｔｉａ　ｍｏｎａｄｅｌｐｈａ　ヒメシャラ H ＋ ＋ 1 1 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

アカネ科 Ｍｉｔｃｈｅｌｌａ　ｕｎｄｕｌａｔａ　ｖａｒ．ｍｉｎｏｒ　ヒメツルアリドオシ H ＋ 1 1 ＋

ツバキ科 Ｅｕｒｙａ　ｙａｋｕｓhｉｍｅｎｓｉｓ　ヒメヒサカキ H ＋ ＋ ＋ 1 1 1 1 ＋ ＋ ＋

イネ科 Ｄｅｓｃｈａｍｐｓｉａ　ｃａｅｓｐｉｔｏｓａ ｖａｒ．ｆｅｓｔｕｃａｅｆｏｌｉａヒロハノコメススキ H ＋

センリョウ科 Ｃｈｌｏｒａｎｔｈｕｓ ｓｅｒｒａｔｕｓフタリシズカ H ＋ ＋ ＋ ＋

オシダ科 Ｄｒｙｏｐｔｅｒｉｓ　ｅｒｙｔｈｒｏｓｏｒａ　ベニシダ H ＋ ＋ ＋ ＋ 1 2 ＋ ＋ ＋

1800ｍ

河 川 界 № №10 №10 №10 №3

H19

標高（小プロット№） 1200ｍ 1400ｍ 1600ｍ

年        度 H14 H19 H24 H14 H24H24 H14 H19 H24 H14 H19
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中央部地域における標高別・階層別の植被率の経年変化

標高1200m（宮之浦岳） 標高1400m（宮之浦岳）
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標高1800m（宮之浦岳）
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経年変化から見た中央部の特徴

• ヤクシカによる、低木・草本層に対する採食
が増加した。

• ヤクシカの採食により、林床から消えた草本
種は、蘚苔層内に埋もれ矮小化したり、岩上
・岩隙・樹木上（着生）などで多く見られる。

• 雷に起因する数ヵ所のギャップは、低木の生
育により回復しつつある。
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地域別の植生垂直分布のモニタリ
ングの経年変化の分析について

�階層区分毎の優占種、植被率、種数、多様度指数、平均樹
高、平均胸高直径・胸高断面積合計、密度等の経年変化を
分析する。

�低木・草本層における指標植物の被度、群度の経年変化を
分析する。

� ヤクシカによる、低木・草本層に対する採食被害の状況を分
析する。

�気象被害や病虫害、外来植物の侵入等を受けた被害場所
のその後の回復状況等を分析する。

�過去と現在の航空写真を比較し、当該地の植生群落におけ
るギャップの形成、回復状況等について分析する。
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高塚山下層植生衰退箇所の
原因把握調査の実施（平成28年度））
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【原因究明調査】

• ヤクシカ被害調査（試験用保護柵内外のシカ採食
試験）に合わせ、ヤクシカ密度調査（糞粒）、自動撮
影カメラによる調査を行う。

• 気象害調査や火山降灰影響調査は、現地調査に合
わせ航空写真の時系列変化の分析や表層土壌pH
（H2O）調査を実施し分析を行い、森林生態系（表層
土壌）に対する健全性の把握と評価を行う。

• なお、特定の植物種のみが被害を受けている場合
は病虫害が疑われる。その場合は、周辺1～2km程
度の被害の概況を現地調査と過去における発生情
報の聞き取り調査等を行い原因を特定する。
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【原因究明後の対応計画案の策定】

• 一般的に、全国における同様の事例を参考にすると、森林
生態系の衰退の初期原因は、風倒被害や雷害等の気象害
や病虫害、その他火山降灰の影響等によるものが考えられ
る。

• 原因究明調査により初期原因が明らかになっても、現在進
行中の森林生態系の衰退、特に下層植生の消滅、表層土
壌の流出、森林植生の更新阻害は、ヤクシカによる採食が
主原因である可能性が高い。

• そこで、現地調査と航空写真判読調査により初期原因の究
明を行った上で、その後のヤクシカによる食害が下層植生
の衰退や更新阻害、土砂流出を引き起こし、森林生態系の
持つ自然治癒力を悪化させている実態を分析・評価し、今
後の対応を考えて行く際の基礎資料とする。
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【位置図】
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� 被害地面積は裸地が0.24ha、下層植生に影響が出ている周辺部も含めると
0.40ha程度で、一部には雷の被害跡らしき部分が見られた。

� リター層及び表層土壌の合わせて10cm程度が表面侵食により流出している。
� 稚樹や下層植生は少なく、特にヤクシカの嗜好植物は少ない。
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【 現地写真（平成28年7月25日撮影） 】


